CBCTを用いた鼻呼吸障害における鼻上顎複合体の形態的特徴 by 関 雄介
別紙１ 
論 文 審 査 の 要 旨 
報告番号 ○甲・乙 第 2972 号 氏 名 関 雄介 
論文審査担当者 
主査 教授   代田 達夫 
副査 教授   中村 雅典 
副査 教授   船津 敏弘 
（論文審査の要旨） 
学位申請論文「Morphological features of the nasomaxillary complex in nasal breathing disorder 








































CBCT 画像のボクセルの大きさはおおよそ 0.1～0.5mm であるが、臨床使用において 0.6～1.0mm
離れていないと画像密度が同等である 2 つの構造物を識別することは困難とされている 
２．本研究の矯正歯科における臨床的意義は何か。 
本研究は成長期における顎顔面発育の把握の一助となると考える。矯正の分野では顎体の成長誘導はⅠ期
治療の最大の関心であり、中でも呼吸を代表とする機能の影響は無視することはできない。残念ながらこ
の機能と顎発育の分野は多くの仮説と研究がなされているがその多くは未解明なことが多い。今回は鼻上
顎複合体と狭視野ではあるが、今までに計測されていない上顔面形態への影響と関連性を明らかにするこ
とが本研究の臨床的意義だと考える。 
 
主査の代田委員は、両副査の質問に対する回答の妥当性を確認するとともに、本論文の主張をさらに確認
するために上記の質問をしたところ、明確かつ適切な回答が得られた。 
以上の審査結果から、本論文を博士（歯学）の学位授与に値するものと判断した。 
（主査が記載） 
